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妥当であると考え、新属 Paludistella を提唱する。Paludistella の中では SAG75.81 が最初に分岐し、
NIES-4318 と NIES-4317、SAG12.72 と SAG19.88 からなる２つのクレードが確認された。これらの株
の種レベルの分類を検討するため、リボソーム RNA 遺伝子の ITS-2 領域の二次構造を構築し、比較を行
った。その結果、NIES-4318 と NIES-4317 のペアを除くすべての組み合わせで、1 個以上（〜12 個）の
相補的塩基置換（CBC）が確認された。これらの結果から、本研究で調査した５株は、Paludistella 属の
2 新種、2 新組み合わせ、P. meslinii comb. nov. (SAG 75.81)、P. chlorostelata comb. nov. (SAG 12.72)、




用いたバイオマス生産について研究を行った。培地としては一般的な微細藻培地である AF-6 を pH4.0
に調整したものと、市販されているミズゴケ土から開発した EsPW を用いた。AF-6 に比べて、EsPW は
窒素量が少なく、炭素量が多かった。培養実験の結果、NIES-4318 は AF-6、EsPW ともに良好な増殖を


























令和 2 年 1 月 16 日、専門委員会において、専門委員会委員の全員出席のもと、申請者に論文につ
いて説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員
が合格と判定した。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、申請者は博士（環境制御学）の学位を受
けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
